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が大きいと結論されたOさらに,0の PH 依存性を研究した.最後に,混合膜の電解質透過性の Ⅹchsお
よび E依存性を細孔モデルを用いた荷電膜の電解質透過性の理論により検討した結果,KClおよびCaCl念
の f*から求めた0は膜電位より求めた値 と一致 した｡ さらに,膜定数fとEの関係は E>0.85では
Mackie等の理論式 f-王 こ.2より求めた値とほぼ一致すること,および相互作用係数剛ま混合膜の場合










論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は生体膜の機能を考察する上で重要な荷電膜の電解質透過性をゼラチン･コンドロイチン硫酸混
合膜を用いて物理化学的に研究したものである｡
著者はまず種々の厚さのゼラチン膜を作成して膜の厚さと透過性の関係を研究し,膜透過を界面透過と
膜内透過に分離して測定し,界面透過性は膜表面の架橋状態および透過物質の種類に依存することを明ら
かにした｡次に種々の組成のゼラチン･コンドロイチン硫酸混合膜を作成して膜の膨潤度のpH依存性な
どを研究し,この膜が著しい異方性膨潤を行なうこと及び不溶性複合体の形成が膨潤を抑制することを見
出した｡さらにこの混合膜の電解質透過性および膜電位ならびにそのpHおよび膨潤度依存性を研究し,
膜のコンドロイチン硫酸含量,膜荷電量,空隙率などの影響について論じた｡またイオンと膜の間の親和
性が大なるほど透過性が大きいことを結論した｡
以上の研究は薬品物理化学上有益であり,特に膜透過研究の進歩に寄与するところ大である｡
よって,本論文は薬学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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